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いろいろなメディアの整理
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地方に人を呼びこむには

地方は不便であることを価値（財産）と考える。
不便＝非日常
これを企画し、コンテンツ化する。

すばらしい自然
これだけでは、人を呼びこめない。
素晴らしい自然という地方コンテンツに、さらなる付加価値をもたせる。

紹介事例として

青森県五所川原市の事例 「雪国地吹雪体験ツアー」
兵庫県丹波市事例 「恋するフォーチュンクッキー 動画プロジェクト
長崎県南島原市の事例 「撮ってくれんね！南島原」
愛媛県今治市（しまなみ海道）の事例 「6人のシクロツーリスト」
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青森県五所川原市の事例 「雪国地吹雪体験ツアー」

雪国地吹雪体験

市町村：五所川原市

冬恒例の「雪国地吹雪体験プログラム」。

青森・津軽の厳寒の中を、吹きすさぶ地
吹雪を体験しながら巡るという雪国なら
ではのユニークな体験ツアー。

逆転の発想で「地吹雪」を観光資源に
地吹雪体験風景
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兵庫県丹波市事例 「恋するフォーチュンクッキー 動画プロジェクト」

はじまりはフェイスブックでの呼びかけから

丹波市公式フェイスブックページでの
「恋チュンをやってみませんか」との呼び
かけに、「ぜひ参加したい」「丹波市のこと
を知ってもらうチャンス」など、多くのコメン
トが寄せられたことからこの企画はスタート。

800 名を越える参加者が集まった。

公開直後から反響を呼び、わずか１日で
動画共有サイト「YouTube」での再生回数
が３万回を超えた。

丹波市のさまざまな風景をバックにしたダ
ンスを撮影・編集した動画は、2013 年12 
月6 日にYouTube にアップロードされ、
2014 年4 月30 日時点で10 万を超える再
生数を獲得している。

丹波市広報誌より 14



長崎県南島原市の事例 「撮ってくれんね！南島原」

著名な自治体Facebookアカウントのファン数

「いいね！鳥取」 約4万9000
「沖縄離島ガイドプロジェクトおくなわ」 約2万8000
AKB48篠田麻里子さんがPRした「福岡市カワイイ区」 約1万3000
「武雄市役所」 約2万
熊本県のマスコット「くまモン」 約8万強

これらに対し、たった半年で現在9万3000もの「いいね！」（2013年1月）を獲得、
自治体が運営するFacebookページのファン数で1位を獲得したのは、人口5万
人の南島原市。

１枚の棚田の写真に3000を超える「いいね！」が集まった！
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長崎県南島原市の事例 「撮ってくれんね！南島原」

長崎県南塩原市 HP より
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愛媛県今治市（しまなみ海道）の事例 「6人のシクロツーリスト」

techno-lab HPより
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愛媛県今治市（しまなみ海道）の事例 「6人のシクロツーリスト」

今治サイクルスタンド；

今治しまなみ海道サイクルスタンド
場所は大三島・伊東豊雄建築ミュージアム。

このサイクルスタンドは「Mr.OMISHIMA」と名付けら
れました。
自転車を跨いで、ハンドルを手に掛けて駐輪します。

この自転車を留めている姿は、あたかもサイクリスト
がしまなみの美しい風景を望み、佇んでいるようです。

6人のシクロツーリストというタイトルを象徴している存
在です。
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